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II Surface Observation of the bronzes and X-ray Diffraction result of the specimes 
extracted from the bronzes
（1）表面観察  


















































（分析は株式会社アグネ技術センターが担当。測定装置は PANalytical 製 X 線回折装置 X’Pert	Pro。測定条件およびチャートは省略。）
（3）評価
　ブロカンタイトは銅合金表面で安定した保護被膜を形成するのに対し、アントレライトは不安定
な可溶性の腐食生成物である。前者のスタブル pHレンジが 3.5 － 6.5 であるのに対し、後者は 2.8
－ 3.5 である。《バルザック》で非常に強く検出されたブロカンタイトは、銅合金表面で安定した






















































「パリの鋳造所によるブロンズ彫刻の屋外での変化と表面生成物」	黒川弘毅、多摩美術大学紀要	第 12 号、1997 年。「屋外に設
置された明治期ブロンズ彫刻の表面状態と腐蝕生成物」	黒川弘毅、多摩美術大学紀要	第 14 号、1999 年。	
4Incralac-A	Report	on	three	year	of	commercial	experience,	Incra	Reports,	Technical	Bulletin	NO.3。銅センターニュース第 32号	
1966 年 11 月。
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